
単位数 1

自学部教員 標準履修学年・期 3年次、後期

履修者数(想定人数) 30人程度（１クラス）

学部カリキュラム上の必修・選択区分 選択

回/週 形態 項目 予習・復習 数理・データサイエンス，AI教育対応

1 講義 Ⅱ フレーミング 1-1　データ駆動型社会とデータサイエンス(☆)

2 講義 Ⅱ 統計的因果推論 1-2　分析設計(☆)

3 演習 Ⅱ 数理モデル 1-2　分析設計(☆)

4 演習 Ⅰ 統計学
1-2　分析設計(☆)

1-6　数学基礎(※)

5 講義 Ⅱ ビッグデータ分析システム 2-1　ビッグデータとデータエンジニアリング

6 講義 Ⅱ 機械学習 3-1　AIの歴史と応⽤分野

7 講義 Ⅰ n進法，浮動小数点数 2-2　データ表現

8 講義 Ⅰ
同時確率，条件付き確率，ベイズの定

理，確率分布
1-6　数学基礎(※)

9 講義 Ⅰ 二分探索，モンテカルロ法 1-7　アルゴリズム

10 演習 Ⅰ Rによる統計解析 2-7　プログラミング基礎

11 演習 Ⅰ Pythonによる演算 2-7　プログラミング基礎

12 PBL 無 論文理解

13 PBL 無 論文理解とプレゼン

14 PBL 無 総括

斜体の項目は今回の申請には直接関わらない学修項目

講義名 データ分析演習

専門重点科目

國崎貴嗣

対象学科等 農学部森林科学科、および農学部

プログラミング基礎：Python

論文を使った基礎演習：分担，質疑

論文を使った基礎演習：質疑，発表準備

論文を使った基礎演習：発表

担当予定者*

学部カリキュラム

上の履修区分

授業内容（◎実践テーマ　○講義テーマ　・モデルカリキュラムのキーワード ）

◎データ駆動社会とデータサイエンス（概論）

・分析設計

・フレーミング

・問題設定

〇分析設計

・知見レビュー

・統計的因果推論

〇分析設計

・モデル化

・データ収集

〇分析設計

・データ解析、結果の説明と実行

・データ分析における倫理

AIの歴史と応⽤分野（概論）

データ表現とデータ加工

◎ビッグデータとデータエンジニアリング（概論）

確率の概念

アルゴリズム

プログラミング基礎：R

成績評価の方法と

基準

⽤語集の作成：４０％、課題３０％、試験３０％

授業で出てきたキーワードを複数取り上げ，自学自習した内容を踏まえて⽤語集を作成する。わかりやすさ，適確さの観点から三段階（5点，4点，3点）で評価する（未提出は０点）。レポート（統計モデリン

グ演習）は10点満点の3回分として配点する。毎回の演習で提供されたデータもしくは情報を使い，Rや表計算ソフトを活⽤して，指示された統計解析を正しく行っているかを五段階（10点，8点，6点，5点，4

点）で評価する（未提出は０点）。口頭発表（論文を⽤いたデータ分析演習）はスライドの出来栄えに10点，口頭発表に10点，質疑応答に10点を配分する。各項目を三段階（良い10点(5点)，概ね良い7点(3

点)，要改善5点(2点)）で評価する。　以上を総合し，60点以上（簡単な業務改善をできるレベル）を合格とする。

授業の目的
森林・林業に関する問題を例としながら，数理・データサイエンス・AI教育を理解させ，分析設計（問題設定，データ分析，問題解決），確率的な考え方と統計モデリングにおける要点を，能動的学修を通じ

て，有機的に理解させる。

到達目標

１．問題設定におけるフレーミングについて説明できる。

２．データ分析とは一連のプロセスであり，統計解析のみを指す訳ではないことを説明できる。

３．簡単な問題を取り上げ，データ分析を遂行できる。

授業の概要

第1回に「データ駆動社会とデータサイエンス」について概論的に説明する。第2〜5回には「スモールデータの分析設計」について必要な基礎的な考え方を網羅的に（広く浅く）説明する。第6回には「ビッグ

データとAI」について概論的に説明する。第7，8回には「確率の概念」について一般的な数理的定義だけでなく哲学的定義からも説明する。第9〜11回にはパソコンを持参してもらい，Rを⽤いた統計モデリン

グ演習をおこなう。第12〜14回には「論文を⽤いたデータ分析演習」として，学会誌論文を分析設計に基づき批判的に論じる能動的学修をおこなう。



単位数 2

標準履修学年・期 1・2・3・4年次、前期

履修者数(想定人数) 70人程度（農学部新入生）（3クラス）

学部カリキュラム上の必修・選択区分 森林科学科のみ必修

回/週 形態 項目 予習・復習 数理・データサイエンス，AI教育対応

1 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

2 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

3 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

4 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

5 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

6 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

7 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

8 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

9 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

10 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

11 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

12 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

13 講義 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

14 試験 Ⅰ 1-6　数学基礎(※)

斜体の項目は今回の申請には直接関わらない学修項目

授業内容（◎実践テーマ　○講義テーマ　・モデルカリキュラムのキーワード ）

講義名 基礎数学入門

担当予定者* 國崎貴嗣（森林：農1）、濱上邦彦・山本清仁（農学部：農1）、三浦康秀（非常勤：森林：農1）

対象学科等 農学部生

成績評価の方法と

基準

平常点：０％、課題３０％、試験７０％

課題レポートは、提出期限までに必ず提出すること。また課題の提出をもって出席の確認とする。

期末テストは主に、到達目標に掲げた項目について、レポート課題や教科書内容と同レベルの問題を出題し、「計算方法や考え方をわかったか」「最後まで正確に計算できたか」という観点から達成度を評価す

る。　[合格基準]は上記の評価方針に基づいて、微積分分野と線形代数分野で別々に評価し、両分野とも6割以上に達した者を合格とする。（100〜90点＝秀；89〜80点＝優；79〜70点＝良；69〜60点＝可）。

合格できなかった者には再試を実施する（合格すれば可とする）。

定積分．原始関数．

不定積分．基本的な関数の不定積分．

置換積分・部分積分．

学部カリキュラム

上の履修区分
専門基礎科目

オリエンテーション（科目の概要説明）。

数学の基礎概念（関数・極限など）。

微分の説明．

微分の基本的公式．

逆関数の微分．

指数関数・対数関数の微分．

対数微分法．

三角関数の微分．

n次導関数の微分．

ロピタルの定理．

テーラーの定理，マクローリンの定理．

テーラー展開，マクローリン展開．

授業の目的 基礎的な数学の素養として、1変数微分積分学と線形代数学の基本的な概念と考え方を習得させる。

到達目標

1変数微分積分学と線形代数学の基本的な概念と方法を「わかったつもり」で済ませず、特に、以下の状態に達することを目指す。

・微分の意味と区分求積法の意味を、説明できる。  ・少々複雑な関数でも微分できる。  ・テーラー展開の意味を理解し、具体例を展開できる。    ・行列の掛け算を、大きな長方形行列に対しても確実に計算で

きる。  ・連立一次方程式の解の個数を判定するアイデアを、説明できる。   ・線形変換と固有値の幾何学的意味を説明でき、2次の場合に固有値と固有ベクトルを計算できる。

授業の概要  1変数微分積分学と線形代数学の豊富な内容のうち、基本的な項目に絞り込んで、そのアイデアを直感的に解説する。 特に線形代数は主に2次元版に焼き直して概説する。

固有値の計算。

直線のパラメータ表示。

固有ベクトルの計算。

「行列のn乗」の計算（行列の対角化）。 期末テストを含む

有理関数の積分．

定積分の置換積分・部分積分．

面積・体積・曲線の長さ．

連立一次方程式の行列表現。

線形変換、平面上でのその意味。

有値と固有ベクトルの幾何学的意味。

行列の一般的な定義。

行列の加法、スカラー倍、乗法。

乗法の交換法則に関する注意。

単位行列と逆行列。

クラメルの公式と行列式。

行列式の幾何学的意味。

逆行列の公式。

連立一次方程式の可解性と係数行列の正則性。



単位数 2

標準履修学年・期 3年次、後期

履修者数(想定人数) 30人程度（１クラス）

学部カリキュラム上の必修・選択区分 選択

回/週 形態 項目 予習・復習 数理・データサイエンス，AI教育対応

1

3-1 AIの歴史と応用分野

3-2 AIと社会

3-3 機械学習の基礎と展望

2 2-7 プログラミング基礎

3 2-7 プログラミング基礎

4

1-5 データ可視化

2-2 データ表現

2-7 プログラミング基礎

5

1-2 分析設計

2-2 データ表現

2-3 データ加工

6 2-2 データ表現

7 3-5 認識

8 3-6 予測・判断

9
2-1 ビッグデータとデータエンジニアリング

3-6 予測・判断

10
2-1 ビッグデータとデータエンジニアリング

3-5 認識

11
2-1 ビッグデータとデータエンジニアリング

3-6 予測・判断

12 3-4 深層学習の基礎と展望

13

3-5 認識

3-5 予測・判断

3-9 AIの構築と運用

14 3-9 AIの構築と運用

斜体の項目は今回の申請には直接関わらない学修項目

深層学習，深層ニューラルネットワーク（Sony Neural Network Console，Microsoft Lobeを使っ

て）

様々な学習済ニューラルネットワークモデルを体験する．

ニューラルネットワーク演習・まとめ

映画の興行収入（線形回帰） （第6章）

住宅の価格予測（線形回帰）　（第８章)

データの前処理等含む．

様々な回帰　（第11章，第13章）

線形回帰，決定木，LASSO回帰の比較．モデル，過学習など．

様々な分類　（第12章，第13章）

ロジスティック回帰，ランダムフォレスト，決定木の比較．

次元削減，クラスタリング　（第14章，第15章）

主成分分析，クラスタリング（k-means法等）

ニューラルネットワーク（Sony Neural Network Consoleを使って）

ニューラルネットワーク入門，誤差逆伝搬学習法など．

アヤメの分類（決定木） (第５章)

学部カリキュラム

上の履修区分
学部共通科目

はじめに・AI概説　（第１章）

必携化PCへPython導入，Python入門(1) 　（第０章）

Python入門(2)　（第０章，第10章）

Pythonによるグラフ描画と統計処理 入門（第３章，第10章）

データ分析の流れ，データ読み込み・欠損値の処理，モデル選択，データ分析・数理データサイエ

ンス・AIの手法選択（チートシート）　（第４章，第10章）

授業の目的

ＡＩの歴史や技術・応用、研究やビジネスの現場において実際にＡＩを活用する際の構築から運用までの一連の流れを知識として学ぶ。また「アルゴリズム」「データ表現」「プログラミング基礎」の概念や知

識を学び、それらをプログラミング言語を用いて解決できる力を身に付ける。加えて「機械学習の基礎と展望」及び「深層学習の基礎と展望」について学び、農学専門分野の特有の課題に対して、数理・DS・

AIの視座からパソコンを用いて問題を解決できる力を養成する。

到達目標

1) AIについて科学的に理解し、説明できるようになること

2各種データの統計的な取り扱いの方法について理解し、プログラミング言語を用いて具体的に統計量の計算をすることができるようになること

3) 機械学習や深層学習についての学習体験をもとに、AIの可能性について自主的に考えることができるようになること

授業の概要
はじめにデータ駆動型社会やデータサイエンス、AIについて座学で学ぶとともに、パソコンを用いてデータサイエンスやAIにて活用されているプログラミング言語を学び、供試データから何らかの科学的な現象

を数値化・グラフ化できるように訓練する。次に、機械学習や深層学習を体験することで、これらを農学特有の課題にフィードバックする能力、AIを活用し農学特有の課題解決につなげる力を　養成する。

授業内容（◎実践テーマ　○講義テーマ　・モデルカリキュラムのキーワード ）

講義名 統計的機械学習実践

担当予定者* 中西　貴裕、川村　暁、大林 要介

対象学科等 農学部生

成績評価の方法と

基準

平常点：２０％、課題５０％、試験３０％

平常点：データサイエンス、データエンジニアリング、AIに関する知識・スキルを身に付けようとする力を評価する

課　題：農学分野のデータを供試データとして、プログラミング言語で数値化・グラフ化できる課題を出す。そのアプローチ方法や背景となる考え方について評価する

試　験：AI基礎やプログラミング言語の理解について問う

100〜90点＝秀；89〜80点＝優；79〜70点＝良；69〜60点＝可）。合格できなかった者には再試を実施する（合格すれば可とする）。


